
　「当クリニックに来院して、
将来の妊娠に備えて卵子を凍
結保存する女性が増えていま
す」
と話すフェルチクリンの中野医
師。パンデミック以前から卵子

凍結を希望する女性はいたが、近年は毎月、将来の
妊娠のために卵子を凍結保存をしたいという女性が
来院する。ブラジルではポピュラーな傾向である。
　時代の流れの中で女性のライフスタイルが変化
し、結婚や出産の年齢が上がっている。しかし、年齢
が上がるにつれて妊娠率も下がり、流産する可能性
が高くなる。それは、自然妊娠でも体外受精でも同様
である。
　グラフは「年齢別の体外受精における流産率（赤
棒）と妊娠率（線）」を示している。35歳以上になると
流産率は急速に高まり、妊娠率も下がる。体外受精で
胚を子宮に移植しても妊娠が成立せずに流産するの
は、60～80％が胚の染色体異常が原因で、他は子宮
内膜やホルモンなどの問題である。
　染色体異常は特に35歳以上になると増加し、流産
や先天異常の子どもが生まれる確率も高くなる。そ
のため、近年の体外受精では、胚の段階で染色体検
査も行うことができるようになっており、優良な胚だ
けを選んで子宮に移植することもできる。

● 卵子凍結するなら35歳までがベスト

　女性のライフスタイルの変化に合わせて、卵子凍
結を希望する女性が増えているが、中野医師は、
「本来は35歳までに妊娠できるのが安心」という。し
かし、早く妊娠ができないと予想される場合、新しい
選択肢として、
卵子を凍結保存
して将来の妊娠
に備えることもで
きる。
　卵子を凍結し
ようと思う場合、
卵子の質は年齢
ととともに低下
するので、35歳前に凍結するのがベストである。ま
た、卵子凍結と体外受精を成功させるために、アルコ
ール摂取を控え、健康的な食事、十分な睡眠、エクサ
サイズといったライフスタイルに気を付け、卵子の質
を向上させることも大切である。
　
＊『フェルチクリン』の中野英二医師に解説していた
だきました。
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時代の流れに合わせて変化する将来の妊娠対策

《年齢別の体外受精における流産率
（赤棒）と妊娠率（線）》


